
京都大学ウイルス研究所 

「新興ウイルス感染症の起源と機序を探る国際共同先端研究拠点」 

 
京都大学ウイルス研究所と京都大学霊長類研究所が「協働型ウイルス感染症ユニット」を設置し、

新興ウイルス感染症研究、サルモデルの作出、さらに治療法の開発研究を行う。共進化してきた

ウイルスと宿主の相互依存機序の研究から「進化ウイルス学」という新たな学問領域を確立する。

新興ウイルス感染症のアウトブレイクに対応できる国際研究ネットワークを構築する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


